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平成２９年第３回竜王町議会定例会（第１号） 

                            平成２９年９月１日 

                            午後１時００分開会 

                            於 議 場 

１ 議 事 日 程（第１日） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第４７号 竜王町行政手続における特定の個人を識別するための番号 

            の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用および特定 

            個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第４８号 平成２９年度竜王町一般会計補正予算（第２号） 

日程第 ５ 議第４９号 平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ６ 議第５０号 平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ７ 議第５１号 平成２９年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第 ８ 議第５２号 平成２９年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ９ 議第５３号 平成２９年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            １号） 

日程第１０ 議第５４号 平成２８年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１１ 議第５５号 平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１２ 議第５６号 平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１３ 議第５７号 平成２８年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

日程第１４ 議第５８号 平成２８年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

日程第１５ 議第５９号 平成２８年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

日程第１６ 議第６０号 平成２８年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 
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            認定について 

日程第１７ 議第６１号 平成２８年度竜王町水道事業会計利益剰余金処分および決 

            算認定について 

日程第１８ 議第６２号 竜王町教育委員会委員の任命について 

日程第１９ 議第６３号 竜王町公平委員会委員の選任について 

日程第２０ 報第 ３号 平成２７年度竜王町健全化判断比率の修正について 

日程第２１ 報第 ４号 平成２８年度竜王町健全化判断比率について 

日程第２２ 報第 ５号 平成２８年度竜王町資金不足比率について 

日程第２３ 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 

日程第２４ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

 １番 貴 多 正 幸   ２番 小 西 久 次 

 ３番 若 井 猛 志   ４番 森 島 芳 男 

 ５番 森 山 敏 夫   ６番 内 山 英 作 

 ７番 松 浦   博   ８番 古 株 克 彦 

 ９番 菱 田 三 男  １０番 山 田 義 明 

１１番 岡 山 富 男  １２番 小 森 重 剛 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４  会議録署名議員 

 ２番 小 西 久 次   ３番 若 井 猛 志 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 西田 秀治  教育委員会教育長 甲津 和寿 

代 表 監 査 委 員 吉田 定男  監 査 委 員 松浦  博 

副 町 長 杼木 栄司  総 務 主 監 山添みゆき 

住 民 福 祉 主 監 兼 
発 達 支 援 課 長 嶋林さちこ  産 業 建 設 主 監 井口 和人 

主 監 心 得 兼 
未 来 創 造 課 長 奥  浩市  会 計 管 理 者 西川 良浩 

総 務 課 長 川嶋 正明  税 務 課 長 寺嶋  要 

生 活 安 全 課 長 図司 明徳  住 民 課 長 中嶌 幸作 

福 祉 課 長 森岡 道友  健 康 推 進 課 長 中原 江理 

農 業 振 興 課 長 井口 清幸  商工観光課長心得 岩田 宏之 

建 設 計 画 課 長 森  徳男  上 下 水 道 課 長 込山 佳寛 

教 育 次 長 兼 
教 育 総 務 課 長 田邊 正俊  学 校 教 育 課 長 森  幸一 

生 涯 学 習 課 長 竹内  修    

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 知禿 雅仁  書 記 奥  智子 
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開会 午後１時００分 

○議長（小森重剛） ただいまの出席議員数は、１２人であります。よって、定足

数に達しておりますので、これより平成２９年第３回竜王町議会定例会を開会い

たします。 

会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） 皆さん、こんにちは。平成２９年第３回竜王町議会定例会の

開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

本日、平成２９年第３回竜王町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各

位におかれましては、何かと御多用の中を万障お繰り合わせの上御出席いただき、

厚く御礼を申し上げます。 

議員の皆様方には、ますます御健勝にて日々議会活動に御専念いただき、併せ

まして町政万般にわたり格別の御指導と御鞭撻を賜っておりますことに、衷心よ

り厚く御礼申し上げる次第でございます。 

まず、本日の配付されました広報りゅうおうにも掲載をされておりますけれど

も、７月３０日に開催されました、「第５２回滋賀県消防操法訓練大会」におき

まして、我が竜王町消防団の選手が３２年ぶりの優勝を果たしてくれましたこと

を、御報告させていただきます。住民の生命と財産を守るという崇高な使命のも

と、日夜訓練を重ね、その成果を発揮されたことは、非常に頼もしく誇りに感じ

たところでございます。 

また、８月５日に開催しました、「ふるさと竜王夏まつり」につきましては、

明るく元気なまちづくりに資するよう実行委員会を中心に企画していただき、約

３，５００人の来場者があり、たくさんの好評をいただいたところでございます。

この開催につきましては、議員の皆様方のさまざまなお立場からの御支援、御協

力を賜り、本当にありがとうございました。 

また、今年の夏は、不安定な気象の影響により、長時間にわたり局地的に激し

い雨が降り、九州や東北では、大規模な浸水や土砂災害など甚大な被害が発生し

ております。本県におきましても、８月上旬に接近いたしました台風５号による

大雨により、長浜市を流れる姉川が氾濫し、床上浸水等により人家への被害が発

生しました。幸い人的被害はなかったとのことでございます。 

本日９月１日は、防災の日でございます。本町におきましても、河川等の水害
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をはじめ、さまざまな災害から被害を最小限に食いとめられるよう、ハード・ソ

フト両面から取り組んでまいる所存であります。迎えます９月３日日曜日には、

竜王町総合防災訓練を第三防災区を主会場として実施し、さらなる防災への意識

高揚を図りたいと考えております。 

さて、本定例会におきましては、条例案件１件、補正予算案件６件、決算関係

８件、人事案件２件、報告案件３件、その他案件１件を上程させていただきます。 

補正予算につきましては、先ほど申しました、災害による被害を最小限に食い

とめるための防災情報システム整備に向けた基本設計業務委託料、当該システム

整備に関連した有線放送所有土地の取得費、また、イベント等における企画の多

様化を狙った観光活性化促進事業委託料等を計上させていただいております。 

また、平成２８年度の決算が整いましたことから、一般会計含め、８会計の決

算について審査をお願いするものでございます。さらに、これと関連して、健全

化判断比率についても報告をお願いするものです。なお、平成２７年度の健全化

判断比率につきましては、その内容に一部修正が必要なことが判明しましたこと

から、改めて修正後の比率を報告させていただくものでございます。 

最後に、人事案件につきましては、９月３０日をもって任期が満了する委員に

ついて、議会の同意をいただくものでございます。 

本定例会に提案申し上げます２１案件につきまして、慎重なる御審議を賜り、

適切な御結論をいただけますようお願い申し上げ、開会に当たりましての御挨拶

といたします。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○議長（小森重剛） これより、本日の会議を開きます。 

皆さんのお手元に議会諸般報告書、並びに竜王町議会会議規則第１２６条の規

定による議員派遣報告書を配付いたしておりますので、よろしくお願いをいたし

ます。なお、説明は省略いたしますので、御了承願います。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小森重剛） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第１２５条の規定により、２番 小西久次議員、３番 若井猛志議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 
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○議長（小森重剛） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日から９月２７日までの２７日間といたしたいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（小森重剛） 御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日

から９月２７日までの２７日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、御協力のほどをお願い申し上げます。 

それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第４７号 竜王町行政手続における特定の個人を識別するための番号 

            の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用および特定 

            個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第４８号 平成２９年度竜王町一般会計補正予算（第２号） 

日程第 ５ 議第４９号 平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ６ 議第５０号 平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ７ 議第５１号 平成２９年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第 ８ 議第５２号 平成２９年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ９ 議第５３号 平成２９年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            １号） 

○議長（小森重剛） 日程第３ 議第４７号、竜王町行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用および特定

個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例から、日程第９ 議第５３号、

平成２９年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）までの７議案に

ついてを一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま、一括上程いただきました議第４７号から議第５３
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号までの７議案につきまして、順を追って提案理由を申し上げます。 

議第４７号、竜王町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例

の一部を改正する条例につきましては、行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）に基づき、平成２

８年１月１日から個人番号の利用が開始され、平成２９年７月１８日からは、情

報提供ネットワークシステムを利用した行政機関等間における情報連携の試行が

開始されているところでございます。 

この情報連携は、平成２９年９月下旬ごろに本格運用となることから、本条例

についても見直しを行い、平成２９年４月から、町長部局から教育委員会部局へ

事務委任している保育所保育料に関する事務について、効率的な事務を行うべく

追加するため、一部改正を行うものでございます。 

次に、議第４８号、平成２９年度竜王町一般会計補正予算（第２号）につきま

しては、現在お認めをいただいております補正予算第１号までの歳入歳出予算額

が５９億９，２７２万４，０００円でございます。 

今回、この総額に歳入歳出それぞれ２，７４５万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を、歳入歳出それぞれ６０億２，０１７万４，０００円といたしたいもので

ございます。 

今回の補正予算の主なものといたしましては、一般管理費の賃金、財産管理費

の土地取得費、地籍調査認証業務委託料、観光活性化促進事業委託料、防災情報

システム基本設計業務委託料、公民館管理費の修繕費、償還元金の追加、または

増額及び償還利子の減額でございます。 

続きまして、債務負担行為補正につきましては、地籍調査認証業務を追加する

ほか、がん検診業務、若年健康診査業務、後期高齢者健康診査業務、結核検診業

務について平成３０年度に各種健診等を円滑に進めるため追加するものでござい

ます。 

次に、議第４９号、平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）補正予算（第１号）につきましては、平成３０年度に実施いたします特定健

康診査業務及び若年健康診査業務を円滑に進めるため、特定健診啓発資料一式作

成業務をはじめ、それぞれの健診業務について債務負担行為をお願いするもので

ございます。 

次に、議第５０号、平成２９年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘
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定）補正予算（第１号）につきましては、現在、お認めをいただいております当

初予算の歳入歳出予算額が、５，３４０万円でございます。今回、この総額に歳

入歳出それぞれ８９万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出

それぞれ５，４２９万５，０００円といたしたいものでございます。 

今回の補正予算の主な内容といたしましては、歳出におきまして、診療所屋根

へ雪止めを設置するための修繕費が４８万６，０００円、高齢者健康づくり基盤

整備推進事業研修会及び報告会の参加に伴う旅費の不足分として特別旅費が１２

万７，０００円、歯科保健事業に使用する備品購入費２６万７，０００円の、そ

れぞれ増額でございます。 

歳入におきましては、財政調整基金からの繰入金が７３万３，０００円、滋賀

県後期高齢者医療広域連合からの補助金１２万７，０００円の、それぞれ増額で

ございます。 

次に、議第５１号、平成２９年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算の歳入歳出予算

額が、６億８，３１０万円でございます。今回、この総額に歳入歳出それぞれ７

９万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ６億８，３８９万円

といたしたいものでございます。 

今回の補正予算の内容といたしましては、歳出におきまして、殿村処理場の原

水ポンプ及び調整ポンプの修繕費が６０万７，０００円、不明水対策として消耗

品費１８万３，０００円の、それぞれ増額でございます。 

歳入におきましては、今回の補正に係る所要額として、繰越金７９万円を増額

するものでございます。 

次に、議第５２号、平成２９年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号）

につきましては、現在お認めをいただいております当初予算の歳入歳出予算額が、

８億６，７８０万円でございます。今回、この総額に歳入歳出それぞれ３２９万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ８億７，１０９万円とい

たしたいものでございます。 

今回の補正予算の主な内容といたしましては、歳出におきまして、今年度の執

行見込みにより不足します介護予防福祉用具購入費が１４万２，０００円、過年

度の第１号被保険者保険料の精算額が確定したことによる還付金が８３万９，０

００円の増額、また、平成２８年度の地域支援事業費の確定によります国、県及

び支払基金への償還金が１７５万５，０００円の追加でございます。 
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歳入におきましては、介護予防福祉用具購入費へのルール分の負担として、国

庫支出金３万３，０００円、支払基金交付金４万円、県支出金１万８，０００円

及び一般会計からの繰入金５２万５，０００円の増額でございます。また、今回

の補正に係る一般財源所要額２６７万４，０００円について、前年度繰越金を増

額するものでございます。 

次に、議第５３号、平成２９年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）につきましては、現在お認めいただいております当初予算の歳入歳出予算

額が、９，６５０万円でございます。今回、この総額に歳入歳出それぞれ２７万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ９，６７７万円といたし

たいものでございます。 

今回の補正予算の内容といたしましては、歳出におきまして、後期高齢者医療

広域連合電算処理システムの設計誤りに伴う過年度の保険料還付金が２５万円及

び還付加算金が２万円のそれぞれ増額でございます。 

歳入におきましては、歳出額と同額を滋賀県後期高齢者医療広域連合から支払

いを受けることから、諸収入が２７万円の増額でございます。 

以上、議第４７号から議第５３号までの７議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、議第４８号につきましては、詳細について担当課長

より説明させますので、よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願い

申し上げ、提案理由といたします。 

○議長（小森重剛） 川嶋総務課長。 

○総務課長（川嶋正明） ただいま、町長から平成２９年度竜王町一般会計補正予

算（第２号）の内容について、提案理由の説明があったわけでございますが、さ

らにその内容について、お手元配布の提出議案説明資料２ページの平成２９年度

９月補正予算概要により説明させていただきます。 

今回の補正予算の主なものといたしまして、２ページ中段の（２）歳出補正予

算の主なものから御説明をさせていただきます。 

まず、一般管理費（賃金）といたしまして３０９万円の増額でございます。こ

れは、育児休暇取得予定の職員の替わり、また職員の休職などにより、臨時的に

雇用するため増額するものでございます。 

次に、番号制度中間サーバ利用負担金１４４万４，０００円の減額及び個人番

号関連事務交付金１４４万５，０００円の追加でございます。こちらは、総務省

令の改正を受けまして、従来、地方公共団体情報システム機構へ負担金として負



- 10 - 

担していた経費を交付金として交付するため、名称を改めるとともに、端数の関

係上、同額とはなりませんが、減額及び追加をさせていただくものであります。 

次に、財産管理費の土地取得費といたしまして、８０５万５，０００円の追加

でございます。これは、今年度末をもって解散される、竜王町有線放送農業協同

組合所有の土地が庁舎敷地内に存在するため、解散されることに当たり取得する

ものでございます。 

次に、地籍調査認証業務委託料といたしまして、１５０万円の追加でございま

す。こちらにつきましは、平成１１年度から実施しておりました川守地区の地籍

調査事業につきまして、ようやく完了の目処がつきましたので、完了に向けて業

務を進めていくための経費でございます。 

また、当該事業の今後の工程上、平成３０年度にわたっての事業実施が必要と

なるため、後ほど説明をさせていただきますが、今回の補正と併せまして、債務

負担行為の追加をさせていただきたいと考えております。 

次に、養育医療給付費１０１万７，０００円の増額でございます。こちらにつ

きましては、高度な医療を必要とする未熟児の出生に伴い、養育医療給付費が当

初予算で見込んでおりました額よりも増加するため、増額するものでございます。 

次に、発達支援センター費（賃金）の１２５万４，０００円の増額でございま

す。こちらにつきましては、発達支援を必要とする児童等の増加に伴い、保育士

を雇用するため増額するものでございます。 

次に、過年度経営体育成支援事業補助金返還金の１３万１，０００円の追加で

ございます。こちらにつきましては、平成２７年度の経営体育成支援事業におい

て、補助金の交付を受けた経営体のうち２経営体について、当時は消費税の確定

申告を要しない経営体であると申告されておりましたが、状況調査を実施したと

ころ、消費税の確定申告が行われておりましたので、交付を受けた補助金のうち、

消費税相当分について県を通じて国へ返還するため、追加するものでございます。 

次に、農林公園施設管理事業の修繕費３７万８，０００円の追加でございます。

こちらにつきましては、アグリパーク施設内の水上ステージ前階段の床面タイル

につきまして、経年変化などによりましてこびり付いた汚れを洗浄するための費

用として追加するものでございます。 

次に、観光活性化促進事業委託料といたしまして、３５９万６，０００円の追

加でございます。こちらにつきましては、一般財団法人から補助されます二酸化

炭素排出抑制対策事業費補助金の２次募集があり、７月２６日に採択を受けまし
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たので追加させていただくものでございます。 

事業内容につきましては、平成２７年度に町内の２つの道の駅に設置しました

電気自動車用充電器の普及啓発を促進するため、両道の駅での電気自動車の試乗

会を、また、今年度開催いたします町内でのイベント時にエコドライブ体験等を

実施するためのものでございます。 

次に、消防団運営事業の旅費といたしまして１５万１，０００円の増額でござ

います。こちらにつきましては、来年度、全国女性消防団員活性化大会が滋賀県

で開催されるに当たり、滋賀県消防協会を中心とした実行委員会が組織され、本

町から消防団団長及び女性消防隊長が委員として参画されているところでありま

す。来年度の大会に向け検討を行われるに当たり、今年度開催される広島大会の

視察を行うため、増額するものでございます。 

次に、防災情報システム基本設計業務委託料４００万円の追加でございます。

こちらにつきましては、平成３１年度及び平成３２年度に整備予定をしておりま

す地域防災システムの整備に向けまして、具体的な電波調査、親機や屋外拡声子

局の設置場所、実施設計仕様など基本的な設計を実施していくため追加するもの

でございます。 

次に、教育施設あり方検討委員報償費６万６，０００円の追加でございます。

こちらにつきましては、老朽化が進展する小学校をはじめとした教育施設に求め

られる今後のあり方について、その方向性を定めるため、竜王町教育施設の今後

のあり方検討委員会を設置、その委員に係る報償費の追加でございます。 

次に、公民館管理費の修繕費２３４万５，０００円の増額でございます。こち

らにつきましては、まず、停電時に消火用の送水ポンプが作動するための非常用

予備発電機につきまして、経年劣化などにより制御盤が正常に作動しないことが

わかりましたので、取替えを行うための費用、また、交竜フロアのエアコンにつ

きまして、室外機のガス閉鎖弁よりガス漏れがあり、室内が冷えない状態となっ

ているため、閉鎖弁の取替えなどの費用のため増額させていただくものでござい

ます。 

次の特殊建築物定期報告業務委託料３２万６，０００円の追加でございます。

こちらにつきましては、県への定期報告を昨年度実施する予定でありましたが、

今ほど説明をさせていただきました非常用予備発電機の不備のため、県と相談の

上、報告を見送っておりました。今回の補正予算においてお認めいただいた後、

発電機の修繕を行い、その上で定期報告を行うための経費でございます。 
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次に、償還元金１０１万６，０００円の増額とその下の償還利子２２６万６，

０００円の減額のでございますが、これは平成１８年度に借り入れした町債のう

ち、１０年後に利率見直しを行う約定としている町債の見直しを行った結果、利

率が１．７％から０．０１％へ変更となったことにより、その減少分の償還利子

を減額するものでございます。ただし、償還方法が元利均等償還でありますので、

償還元金を増額するものでございます。 

次に、歳入でございますが、上段の（１）歳入補正予算の主なものから御説明

いたします。 

まず、国庫支出金の未熟児養育医療費負担金４１万３，０００円及び県支出金

の未熟児養育医療費負担金２０万６，０００円の増額でございます。こちらにつ

きましては、歳出の際に御説明をさせていただきました、養育医療給付費に係る

国及び県負担分として増額するものでございます。 

次に、諸収入の過年度経営体育成支援事業補助金返還金１３万１，０００円に

つきましては、平成２７年度の経営体育成支援事業において補助金の交付を受け

られました経営体のうち、２経営体から返還いただくものとして追加するもので

ございます。 

次の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金３５９万６，０００円については、

観光活性化促進事業の財源になるものでございます。 

次の全国女性消防団員活性化大会参加補助金３万５，０００円については、広

島大会へ出張される旅費の一部について滋賀県消防協会から補助されるため、追

加するものでございます。 

最後に、今回の補正に係る一般財源所要額２，２８６万３，０００円につきま

して前年度繰越金を増額するものでございます。 

続きまして、ページをめくっていただきまして、３ページの（３）債務負担行

為補正（追加）でございますが、地籍調査認証業務１５０万円につきましては、

歳出予算の際に御説明をさせていただきました川守地区の地籍調査事業につきま

して、翌年度にわたって事業実施する必要があることから追加するものでござい

ます。 

次のがん検診業務１，１１２万４，０００円、以下、若年健康診査業務２２４

万１，０００円、後期高齢者健康診査業務６０万１，０００円及び結核検診業務

１４７万３，０００円につきましては、平成３０年度における検診や健康診査業

務の実施に向けて円滑な事業の実施を図るため、債務負担行為のそれぞれ追加を
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行うものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、平成２９年度竜王町一般会計補正予算

（第２号）の内容説明といたします。よろしく御審議を賜り、御承認をいただき

ますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１０ 議第５４号 平成２８年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１１ 議第５５号 平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１２ 議第５６号 平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）歳入歳出決算認定について 

日程第１３ 議第５７号 平成２８年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認 

            定について 

日程第１４ 議第５８号 平成２８年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

日程第１５ 議第５９号 平成２８年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

日程第１６ 議第６０号 平成２８年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

            認定について 

日程第１７ 議第６１号 平成２８年度竜王町水道事業会計利益剰余金処分および決 

            算認定について 

○議長（小森重剛） 続きまして、日程第１０ 議第５４号、平成２８年度竜王町

一般会計歳入歳出決算認定についてから、日程第１７ 議第６１号、平成２８年

度竜王町水道事業会計利益剰余金処分および決算認定についてまでの８議案につ

いて一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま一括上程いただきました議第５４号から議第６１号

までの８議案につきまして、提案理由を申し上げます。 

議第５４号、平成２８年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について、 

議第５５号、平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入

歳出決算認定について、 

議第５６号、平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）歳入
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歳出決算認定について、 

議第５７号、平成２８年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、 

議第５８号、平成２８年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、 

議第５９号、平成２８年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

及び議第６０号、平成２８年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

についての７議案につきましては、地方自治法第２３３条第２項の規定により、

去る７月３日から８日間にわたり、町監査委員による決算審査を終えていただき

ましたので、同法第２３３条第３項の規定に基づき、議会の認定に付するもので

ございます。 

次に、議第６１号、平成２８年度竜王町水道事業会計利益剰余金処分および決

算認定についてにつきましては、去る７月１０日に町監査委員の審査を終えまし

て、地方公営企業法第３２条第２項の規定により利益の処分の議決を求め、同法

第３０条第４項の規定により議会の認定に付するものでございます。 

事業の概況、経営状況等につきましては、後ほどその詳細について担当課長か

ら説明させますが、平成２８年度につきましても、常に経営の健全化と施設の効

率的な維持管理に努めてきたところでございます。 

収益的収支におきましては、収益が３億４，２６８万９，２８１円で、費用が

３億３，２４８万９，６９１円となり、１，０１９万９，５９０円の純利益とな

ったものでございます。 

以上、議第５４号から議第６１号までの８議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、詳細につきましては、会計管理者及び担当課長から

説明をさせますので、よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願い申

し上げ、提案理由といたします。 

○議長（小森重剛） 西川会計管理者。 

○会計管理者（西川良浩） ただいま、町長から提案理由を申し上げました、議第

５４号から議第６０号までの７議案につきましては、平成２８年度の一般会計、

並びに各特別会計のそれぞれの決算につきましては、地方自治法第２３３条第１

項及び地方自治法施行令第１６６条、並びに同法施行規則第１６条及び第１６条

の２の規定により調製をいたしましたもので、その決算概要につきまして御説明

申し上げます。 
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お手元に決算報告書をお届けいたしておりますので、これを中心にして御説明

申し上げたいと思います。 

まず、議第５４号、平成２８年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について、

決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書の１ページをご覧いただきたいと思います。 

一般会計の決算額は、歳入総額が６４億１，９８３万５，４４５円、歳出総額

が６１億８，５３３万５，２２３円となり、歳入歳出差引額は、２億３，４５０

万２２２円となりました。このうち、平成２９年度に繰り越した事業に要する財

源、６，６８９万７，０００円を差し引きますと、実質収支額は、１億６,７６

０万３,２２２円の黒字となります。ここから、平成２７年度の実質収支額であ

ります１億７，４７４万２，７１３円を差し引きますと、単年度収支額は、７１

３万９，４９１円の赤字となります。さらに、単年度収支額に、財政調整基金へ

の積立金４７万１，９７４円を加えた実質単年度収支額は、６６６万７，５１７

円の赤字となりました。 

なお、平成２７年度の実質単年度収支額は、５億１，４１７万２，８３２円の

赤字でありましたが、平成２８年度の決算では、予算執行時に節減努力の他、災

害等の突発的な支出がなかったことに加え、地方交付税及び臨時財政対策債が当

初予算額に対して多く収入する結果となったこと、財政調整基金の取り崩しをせ

ずに済んだことから、実質単年度収支は赤字ではあるものの、大幅な改善となり

ました。 

平成２８年度の歳入の財源構成状況、歳出の目的別、並びに性質別構成状況を

図示いたしますと、１２２ページから１２７ページの円グラフのようになります。 

１２２ページをご覧いただきたいと思います。 

まず、歳入の財源構成状況でございますが、自主財源が６３．５％、依存財源

が ３６．５％となっており、平成２７年度は自主財源が７２．６％、依存財源

が２７．４％でありました。 

前年度と比較しますと、自主財源の額が率にして１３．４％低下いたしました。 

歳入総額では、前年度に比べて６，３３３万９，３９５円の減少で、率にして

１．０％の減となりました。 

前年度と比較して大きく変動のありました科目や、特色あるものについてその

要因等を見てみますと、自主財源のうち、町税収入についてでございますが、４

ページをご覧いただきたいと思います。 
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総額２８億１，７２０万９４４円となり、前年度と比較いたしますと、７，０

２９万８，６１５円、率にして２．４％減少しています。大きな要因は、町民税

における３，０２７万３，１７５円の減少でございます。国内景気の回復を目指

し、平成２８年度においても成長戦略や民間投資を喚起する経済政策が打ち出さ

れるも、世界的グローバル企業における企業活動の結果が企業成績に影響したも

のと考えます。 

１２２ページをご覧いただきたいと思います。 

寄付金では、ふるさと納税として「未来につなぐふるさと交竜寄附金」が１億

２，６５３万７，１０１円となっており、全国から町への応援をいただき、厚く

御礼を申し上げるところでございます。 

繰入金といたしましては、１億３，２７２万円、未来につなぐふるさと交竜基

金から１億１,８５２万円、公共施設維持管理基金から８９０万円、教育厚生施

設等整備基金から５３０万円の繰り入れを行いました。前年度と比較すると４億

９,２７７万円減少する結果となりました。 

諸収入は６億２，２００万９，３０７円で、そのうち竜王インター周辺地区整

備協力金が、５億５，１７３万９，９２１円でございます。 

次に依存財源では、地方交付税が３億５８万４，０００円となり、普通交付税

の交付を受けたことに加え、特別交付税も増額となり、前年度と比較して１億８，

７３６万４，０００円の増加となりました。 

国庫支出金につきましては、総額７億７，５００万６，７４９円、前年度と比

べ１億３，７３８万３５１円の増額となりました。 

主な補助金として、臨時福祉給付金給付事業費（事務費）補助金が４，７５０

万円、社会資本整備総合交付金２億８，３６２万７，２００円、地方創生加速化

交付金４，４１０万円であります。 

町債については、４億７,６９３万９，０００円となり、前年度と比較すると、

２億３，０４６万１，０００円の増加であります。社会資本整備と「安全で安

心」なまちづくりに向けて、最小限の負担を考慮し、定住の進むまちづくりに努

めました。 

以上のように、活用できる財源を最大限に確保し、住民皆様へのサービス向上

と健全な財政運営を両輪に、事業遂行に努めました。 

次に、１２４ページから説明をさせていただきます。 

歳出総額では、前年度に比べて３，８６６万２，１０４円の減少、率にして０.
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６％の減となりました。 

歳出の構成比を目的別に見てみますと、民生費が２５．０％、土木費が２１．

２％、総務費が１３．１％、教育費が１０．４％、公債費が７．５％、衛生費が

６．９％、農林水産業費が６．３％、消防費が３．８％、諸支出金が２．７％、

災害復旧費が０．１％、議会費が１．２％、商工費が１．６％、労働費が０．

２％となっております。 

この中で、対前年度比較で増減の著しいものについて、説明を申し上げます。 

金額については、千円単位でございます。 

総務費につきましては、１億９，２０２万１，０００円、率にして１９．１％

減少しておりますが、主なものは、竜王消防出張所整備事業の減、町税過年度過

納還付金の減等でございます。 

民生費におきましては、９，３３４万３，０００円、率にして６．４％増加し

ておりますが、自立支援給付金事業、保育所運営費事業のそれぞれ増等によるも

のです。 

農林水産業費においては、３，７４４万２，０００円、率にして１０．７％の

増となり、農林公園駐車場拡幅工事及びトイレ設置工事、畜産競争力強化対策整

備事業費補助金の増額等によるものです。 

商工費が３，４９９万５，０００円で、率にして５４．９％の増で、地方創生

加速化交付金を活用した、まるごと「スキヤキ」プロジェクト推進業務委託料の

増額等によるものです。 

土木費は８，６４０万１，０００円で、率にして７．０％の増で、竜王インタ

ー周辺地区整備費の増額等によるものです。 

消防費は６，０２６万３，０００円の減、率にして２０．４％の減で、地域防

災拠点施設整備工事費の減等によるものです。 

諸支出金については３，７１６万２，０００円の増、率にすると２８．６％の

増加となりました。これは、未来につなぐふるさと交竜基金積立金の増によるも

のでございます。 

災害復旧費につきましては７，５７９万７，０００円、率にすると９５．９％

の減でございます。これは、中学校灯油流出事故に係る経費の減となるものでご

ざいます。 

次に、１２６ページの性質別構成比で見てみますと、義務的経費である人件費

が１８．６％、扶助費が１３．５％、公債費が７．５％。また、投資的経費では、
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普通建設事業費が１７．５％、災害復旧事業費が０．１％、その他経費について

は、物件費が１４．６％、維持補修費が０．２％、補助費等が１４．９％、積立

金が２．７％、繰出金が１０．４％となっております。 

この中で、性質別決算状況の対前年度比較で増減の著しいものについて説明を

申し上げます。 

義務的経費は、構成比では前年度が３８．９％でありましたが、平成２８年度

は３９．６％になり、増減率におきましては、１．２％の増になっております。

特に扶助費の増加割合が高く、保育所運営費や自立支援給付費などの増加、生ま

れてから子育て、看取りまでのあらゆる場面でのきめ細かな施策によるものです。 

次に、投資的経費の構成比は、１７．７％から１７．６％となり、１．６％の

減となっています。これは、地域防災拠点施設整備や消防出張所土地造成工事が

減少したこと等によるものです。 

また、その他経費の比較におきましては、構成比は４３．４％から４２．８％

となり、１．９％の減となりました。これについては、物件費が６町クラウドシ

ステムの本格運用に伴う増等、補助費等が町税過年度過納還付金、地域経済循環

創造事業補助金、プレミアム商品券発行事業補助金等の減が主な要因です。積立

金は、未来につなぐふるさと交竜基金積立金等でございます。 

なお、決算の具体的内容につきましては、歳入は、決算報告書の３ページから

８ページに、款別に順を追って記載しておりますので、説明を省略させていただ

きます。 

歳出につきましては、決算報告書の９ページから１２１ページにわたり、各所

管別、予算科目順に事務事業の内容と事業の成果表を併せて列記しておりますの

で、御披見いただきますようお願いいたします。なお、説明は省略させていただ

きます。 

また、決算書の１２９ページから１３２ページには、公有財産の土地及び建物

の平成２８年度中の増減、並びに年度末現在高を、また、１３３ページから、山

林、物権、出資による権利の状況を、さらに、１３４ページから１３６ページに

は５０万円以上の重要物品を、１３７ページから１３８ページには、基金の年度

末現在高をそれぞれ記載しておりますので御参照いただきたいと存じます。 

なお、土地開発基金及び用品等調達基金のそれぞれの運用状況につきましては、

別冊の調書をお届けしておりますので、併せて御参照いただきますようよろしく

お願いいたします。 
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以上、平成２８年度一般会計の決算概要を申し上げ、提案説明とさせていただ

きます。 

次に、議第５５号、平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）歳入歳出決算認定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

平成２８年度の竜王町国民健康保険における被保険者数等については、被保険

者の数が前年度に比べ２．９％の減少となりました。また、退職被保険者数につ

いては４５．６％の減少となりました。 

被保険者の異動状況といたしましては、大きな制度改正もなかったことから、

おおむね平年並みの異動件数となりました。 

竜王町の居住者全体から見た国民健康保険事業への加入割合では、世帯数は３

３．４％、被保険者数は２０．６％となっています。 

財政状況につきましては、保険給付費が年々増加傾向にあり、引き続き医療費

の動向を見定め、適正運営に努めなければなりません。 

さて、それでは、決算報告書の１２８ページをご覧いただきたいと思います。 

決算収支の状況は、歳入総額が１３億９３４万１，８３４円、歳出総額が１２

億３,６６３万１,６０６円で、歳入歳出差引額は、７,２７１万２２８円となり

まして、実質収支額も同額となっております。 

ここから前年度の実質収支額４,３６２万６,３４４円を差し引きますと、単年

度収支額は、２,９０８万３，８８４円の黒字となり、財政調整基金を調整しま

すと、実質単年度収支額は、２,９１９万７，４６６円の黒字となります。 

歳入の主なものといたしましては、決算書１４４ページ、款５の国民健康保険

税が２億５,４６６万６,８７７円、１４５ページ、款１５の国庫支出金が２億２

８万７,５０９円、１４６ページ、款２０の療養給付費等交付金が３，４０３万

２４１円、１４７ページ、款２１の前期高齢者交付金が４億１７６万５，４９７

円、同じく１４７ページ、款２５の県支出金が５,２１０万６，０４７円、１４

８ページ、款３０の共同事業交付金が２億４，６３０万６,９０８円でございま

す。同じく１４８ページ、款４０の繰入金は、６,４２４万５,０７４円でござい

ます。 

次に、歳出の主なものといたしましては、１５２ページ、款１０の保険給付費

が７億７,７４１万２,７１２円、１５４ページ、款１１の後期高齢者支援金等が

１億３,４１４万９,０５１円、１５５ページ、款２０の共同事業拠出金が２億５，

３６４万６，１４５円でございます。 
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次に、１５６ページ、款２５の保健事業費が１,５５９万４，１３６円で、特

定健診の受診率向上と各種検診の助成による健康づくり推進と啓発に取り組んだ

ものです。 

なお、国保の加入世帯数及び被保険者数等につきましては、決算報告書の１２

８ページに記載いたしておりますので、御披見いただきたいと思います。また、

決算書の１６１ページに、財産に関する調書を添付いたしておりますので、併せ

て御参照いただきたいと思います。 

以上、簡単ですが、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）の決算の概要を申

し上げ、提案説明とさせていただきます。 

次に、議第５６号、平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）歳入歳出決算認定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は１３８ページからでございます。 

まず、医科診療所における決算収支でございますが、歳入総額が１，１３０万

９,８５７円、歳出総額が１，０５３万２,０１０円で、歳入歳出差引額は７７万

７，８４７円となりまして、実質収支額も同額となっております。ここから前年

度の実質収支額２４万９２円を差し引きますと、単年度収支額は、５３万７，７

５５円の黒字となり、さらに財政調整基金を調整しますと、実質単年度収支額は、

８９８万２，７０５円の赤字となります。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の１６７ページ、款２０の財産収入

は４０万５，２８５円であります。 

１６８ページ、款２５繰入金として、財政調整基金９６１万８，０００円を繰

り入れをしております。 

同じく、款３０繰越金として、２４万９２円でありました。 

歳出では、１６９ページの款５総務費７３１万３，２７０円でありまして、医

療施設設置者としての維持管理費及び医科診療所指定管理料でございます。 

同じく１６９ページ、款１０医業費として、医療用機器の購入費が３１２万１，

２００円でございます。 

同じく１６９ページ、款１５基金積立金として、財政調整基金積立金が９万７，

５４０円でございます。 

以上が簡単でございますが、医科の内容でございます。 

次に、決算報告書の１３９ページ、歯科診療所における決算収支につきまして

御説明申し上げます。 
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歳入総額が６，１０６万５，０７０円、歳出総額が５，２８７万６，７８７円

で、歳入歳出差引額は８１８万８，２８３円となりまして、実質収支額も同額と

なっております。ここから、前年度の実質収支額７１２万５，４９１円を差し引

きますと、単年度収支額は１０６万２，７９２円の黒字となり、さらに財政調整

基金を調整しますと、実質単年度収支額は、５４３万８，６１７円の黒字となり

ます。 

歳入の主なものは、決算書の１７１ページ、款５診療収入の４，５３７万２，

７７１円、１７２ページ、款２５の繰入金４９６万２，０００円でございます。 

歳出では、１７４ページの款５の総務費が４，１５４万４，００９円で、人件

費及び施設の維持管理費などでございます。 

次に、１７６ページの款１０の医業費は、６９５万６，９５３円となっていま

す。なお、受診状況は、決算報告書の１４１ページでございますが、年間受診件

数は３，７６９件、年間外来者数は６，５８９人で、受診件数は減少し、外来者

数も減少しました。 

しかし、年間診療収入は４，５３７万２，７７１円と増加しています。 

決算書の１７９ページから１８１ページには、財産に関する調書を添付してお

りますので、御参照いただきたいと思います。 

以上、国民健康保険事業特別会計（施設勘定）の決算の概要を申し上げ、提案

説明とさせていただきます。 

次に、議第５７号、平成２８年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認

定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は、１４４ページからでございます。 

御承知のとおり、学校給食は、成長期における園児・児童・生徒に栄養バラン

スのとれた食事を提供し、併せて、望ましい食習慣の形成を図る重要な「食育」

の実践の場と位置づけ、教育の一環として取り組んでおります。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が６，０８７万７，６７０円、歳出

総額が６，０４２万２９６円で、歳入歳出差引額は４５万７，３７４円となりま

して、実質収支額も同額となっております。 

歳入でございますが、決算書は１８５ページと１８６ページでございます。 

主となる収入は、給食費負担金でございまして、決算額は６，０４０万９９２

円でございます。 

歳出につきましては、１８７ページで、給食材料費の決算額が６，００８万３，
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７２５円でございます。 

その他は、パンの包装・加工の委託料であります。 

以上、簡単でございますが、学校給食事業特別会計の決算の概要を申し上げ、

提案説明とさせていただきます。 

次に、議第５８号、平成２８年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は、１４７ページからでございます。 

平成２８年度の下水道事業については、平成２５年度の台風１８号で、不明水

により下水道施設が被害を受けたことから、平成２７年度に町内７カ所に流量計

を設置し、調査を行った結果を踏まえて、松が丘地先の不明水絞り込み調査及び

送煙調査等を行いました。 

また、農業集落排水事業においては、殿村・山中地区の維持管理に努め、川

守・山中地先のマンホールポンプ制御盤及び通報装置の改修を行いました。 

公共下水道事業については、平成３年１２月１日から供用開始をしているとこ

ろですが、土地所有者問題で工事の実施ができなかった大丸企業団地の下水道管

布設整備が完了したことから、路面の舗装本復旧工事を行いました。 

また、料金徴収等包括的民間委託により、収納率の向上等に成果を上げてきて

いるところでございます。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が６億４，３４６万８，３５４円、

歳出総額が６億３，７６８万９，１０２円で、歳入歳出差引額は５７７万９，２

５２円となりまして、平成２９年度に繰り越した事業に要する財源１４万１，０

００円を差し引きますと、実質収支額は、５６３万８，２５２円の黒字となりま

す。ここから、平成２７年度の実質収支額であります５２８万２，８３７円を差

し引きますと、単年度収支額は、３５万５，４１５円の黒字となります。 

次に、歳入の主なものにつきまして御説明申し上げます。 

決算書は１９２ページからでございます。 

款５の分担金及び負担金は、２０６万８，９５０円でございます。 

款１０の使用料及び手数料は、１億８，５１０万６，６８５円となっておりま

す。 

１９３ページの款３０の繰入金は、一般会計からの繰り入れが、農業集落排水

事業分が１，６３５万３，０００円、公共下水道事業分が２億４，５７７万３，

０００円であります。 
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１９４ページ、款４５の町債は、１億７，１１０万円で、特定環境保全公共下

水道事業及び琵琶湖流域下水道事業に係るものでございます。 

次に、歳出の主なものといたしましては、１９６ページ、款５の農業集落排水

事業費の決算額が１，５８８万９，３１５円で、殿村と山中のそれぞれの処理施

設にかかります維持・管理経費であります。 

款１０の下水道事業費の決算額は、１億５，０８２万７，３１１円でございま

して、主な内容としまして、１９９ページの琵琶湖流域下水道維持管理負担金が

６，１９８万７，０２５円、同じく１９９ページの公債費は、４億７，０９７万

２，４７６円で、内訳は、償還元金が３億６，５９６万３，７１６円、償還利子

１億５００万８，７６０円でございます。 

平成２８年度末の町債残高は４２億８，４３７万円となりまして、平成２７年

度末から１億９，４８６万３，０００円余り減少しております。 

なお、決算書の２０２ページに財産に関する調書を添付いたしておりますので、

後ほど御参照いただきたいと思います。 

以上、下水道事業特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせていただ

きます。 

次に、議第５９号、平成２８年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は、１５１ページからでございます。 

平成２８年度は、第６期介護保険事業計画の２年目を迎えるとともに、「竜王

町介護予防・日常生活支援総合事業」の実施を行いました。 

事業の概要では、第１号被保険者数は３，０３４人で、うち後期高齢者数は１，

４１４人であります。また、要介護・要支援認定者数は５１２人であります。 

決算収支の状況でございますが、歳入決算額が９億３，０５６万５，１５８円、

歳出決算額が８億８，２９１万４，３４９円で、歳入歳出差引額は４，７６５万

８０９円となりまして、実質収支額も同額となっております。また、前年度の実

質収支額を差し引いた単年度収支額は、２，４４２万７，４２４円の黒字となり

ました。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の２０７ページ、款５の介護保険料

が２億１，５０９万７，７２０円、款１５の国庫支出金が２億６００万４，０１

４円、２０８ページ、款２０の支払基金交付金が２億３，１７２万５，８６１円、

款２５の県支出金が１億３，８３１万７５０円、２０９ページ、款３５の繰入金
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が１億１，５４７万５，０２９円でございます。 

歳出の主なものといたしましては、２１３ページ、款１０の保険給付費が７億

９，２７９万４，２８８円でございます。 

また、２１７ページ、款１１の地域支援事業費は、３，４７８万１，９４８円

でございます。これは、地域包括支援センターの設置をはじめとする、介護予防

事業に要した費用でございます。 

２２１ページ、款２０基金積立金として、介護給付費準備基金積立金が３，９

９６万６，１５２円、款３０諸支出金は６９０万８，０８８円で、そのうち償還

金６８５万７，２２８円は、主に介護給付費に係る精算で、国、県及び支払基金

にそれぞれ返還いたしました。 

詳細につきましては、決算報告書の１５１ページから１５５ページに一般状況

を、また、１５５ページ以降に経理状況を、それぞれ記載させていただいており

ます。また、決算書の２２４ページに財産に関する調書を添付いたしております

ので、御参照いただきたいと思います。 

以上、介護保険特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせていただき

ます。 

次に、議第６０号、平成２８年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について、決算の概要を御説明申し上げます。 

決算報告書は、１７１ページからでございます。 

後期高齢者医療制度は、開始から９年目を迎え、一定円滑な制度運営を行うこ

とができました。保険給付や保険料額の決定などは、滋賀県後期高齢者医療広域

連合が担い、町においては、保険料徴収を行っておりますが、収納率は１００％

でありました。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が９，６０３万６，８１９円、歳出

総額が９，６０２万７，７８０円で、歳入歳出差引額は９，０３９円となりまし

て、実質収支額も同額となっております。 

歳入の主なものは、決算書の２２８ページ、款５後期高齢者保険料が６，９１

４万１，０８６円、款２０の繰入金は、２，６４０万７，３６５円で、そのうち

２，５２０万５，７８８円は、保険基盤安定にかかる繰入金でございます。 

次に、歳出でございますが、決算書は２３０ページでございます。 

総務費が１２０万１，５７７円で、保険料徴収の事務費でございます。 

また、款１０の後期高齢者医療広域連合納付金が９，４７８万１，０９１円で、
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被保険者から納付された保険料等を滋賀県後期高齢者医療広域連合に納付してい

るものです。 

以上、後期高齢者医療特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせてい

ただきます。 

以上をもちまして、議第５４号から議第６０号までの７議案につきましての提

案説明を終わらせていただきます。よろしく御審議を賜りますよう、お願い申し

上げます。 

○議長（小森重剛） この際、申し上げます。ここで午後２時３５分まで暫時休憩

いたします。 

休憩 午後２時２０分 

再開 午後２時３５分 

○議長（小森重剛） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

引き続き提案説明を続けます。 

込山上下水道課長。 

○上下水道課長（込山佳寛） ただいま、町長から提案理由を申し上げました、議

第６１号、平成２８年度竜王町水道事業会計利益剰余金処分および決算認定につ

いての内容につきまして御説明を申し上げます。 

はじめに、平成２８年度の事業の概要につきまして申し上げます。 

水道事業につきましては、常に経営の健全化と施設の効率的な維持管理に努め、

事業の運営を行ってまいりました。 

当年度の給水人口は１万１，８１３人で、前年度と比較して、８８人の減少と

なっています。また、年間総配水量は、１６４万５，１６７立方メートルであり、

前年度より１万２，２４９立方メートルの増加となりました。なお、配水に用い

た水源は、全て県水受水によるものでございます。年間有収水量につきましては、

１４９万７９５立方メートルであり、前年度より３，６１６立方メートルの減少

でありました。 

経営状況につきましては、収益的収支の収益の総額は、３億４，２６８万９，

２８１円で、前年度と比較しますと、２２３万５，０５２円の減少となりました。 

一方、費用の総額は、３億３，２４８万９，６９１円で、前年度と比較します

と、３４万２，６７４円の減少となりました。収益から費用を差し引いた決算額

といたしましては、１，０１９万９，５９０円の純利益となったものでございま

す。 
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今後も、水道事業の経営につきましては、引き続き一層の経費の節減等に努め

ながら事業の推進を図ってまいりたいと考えております。 

それでは、決算書に基づきまして、詳細の御説明をいたします。 

まず、１ページの平成２８年度竜王町水道事業決算報告書をご覧ください。 

第３条予算の収益的収支の収入でございますが、水道事業収益といたしまして

は、営業収益、営業外収益及び特別利益を合わせまして、決算額が３億６，８３

６万２，０２４円で、このうち仮受消費税は、２，２１１万３，３２６円でござ

います。 

支出におきましては、水道事業費用といたしまして、営業費用、営業外費用及

び予備費を合わせまして、決算額が３億４，９００万７，０１３円で、このうち

仮払消費税は、１，６５１万７，３２２円でございます。 

次に、第４条予算の資本的収支の収入でございますが、資本的収入といたしま

して、企業債から工事負担金までを合わせまして、決算額が９，０４３万２２０

円でございます。 

支出におきましては、資本的支出といたしまして、建設改良費及び企業債償還

金を合わせまして、決算額が１億７，１４６万５，５９２円で、このうち仮払消

費税は、１，０９４万２，８８０円でございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額８，１０３万５，３７２円は、

建設改良積立金、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金、並びに消費税資本的

収支調整額で補てんいたしました。 

次に、３ページの損益計算書をご覧ください。 

営業収益といたしましては、給水収益、受託工事収益及びその他営業収益を合

わせまして、２億７，５２０万３１１円、営業費用といたしましては、原水及び

浄水費からその他営業費用までを合わせまして、３億１，９７８万２２０円、そ

の結果、営業損失が４，４５７万９，９０９円でございます。 

営業外収益といたしましては、受取利息及び配当金から雑収益までを合わせま

して６，６７１万８，３８１円、営業外費用といたしましては、支払利息及び企

業債取扱諸費といたしまして、１，２７０万９，４７１円で、営業外収支は５，

４００万８，９１０円の黒字となり、結果、経常利益は９４２万９，００１円と

なりました。 

特別利益といたしましては、その他特別利益といたしまして、７７万５８９円

で、結果、当年度純利益といたしましては、１，０１９万９，５９０円となりま
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した。 

これに前年度繰越利益剰余金４６万８，１１０円、その他未処分利益剰余金変

動額１，４９０万９，４９２円を加えた結果、当年度未処分利益剰余金は、２，

５５７万１９２円となるものでございます。 

次に、７ページの剰余金処分計算書（案）をご覧ください。 

これは、地方公営企業法第３２条第２項の規定により議決を求めるとともに、

竜王町水道事業の剰余金の処分等に関する条例に基づき、利益の処分を行うもの

でございます。 

当年度未処分利益剰余金といたしましては、損益計算書で御説明申し上げまし

たとおり２，５５７万７，１９２円で、このうち、資本金への組み入れとして、

１，４９０万９，４９２円、減債積立金に１，０００万円、建設改良積立金に１

９万円を積み立てさせていただくものでございます。積み立ていたしますと、翌

年度繰越利益剰余金は４７万７，７００円となります。 

次に、貸借対照表をご覧ください。 

まず、資産の部でございます。 

固定資産といたしましては、有形固定資産は、土地から建設仮勘定までを合わ

せまして２０億９，１２４万１，２４３円、無形固定資産は、施設利用権といた

しまして３９６万９，０４９円、固定資産合計といたしましては、２０億９，５

２１万２９２円となるものでございます。 

次に、流動資産といたしましては、現金預金、未収金及び貯蔵品を合わせまし

て、３億９，７５２万６，２１４円でございます。 

したがいまして、資産合計は、２４億９，２７３万６，５０６円となるもので

ございます。 

次に、負債の部でございます。 

固定負債といたしましては、企業債７億５，２２４万８，６０５円、流動負債

といたしましては、企業債、未払金及び引当金を合わせまして、１億４，６１０

万１，３８４円でございます。 

繰延収益といたしましては、長期前受金１５億９，５８６万５，９７４円でご

ざいます。 

したがいまして、負債合計は、１７億６，１６８万４６４円となるものでござ

います。 

次に、資本の部でございます。資本金といたしましては、４億２，８３６万９，
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９４５円となるものでございます。 

次に、剰余金といたしましては、資本剰余金といたしまして、補助金、受贈財

産評価額及び工事負担金を合わせまして８４６万５，５９２円、利益剰余金は、

減債積立金、建設改良積立金及び当年度未処分利益剰余金を合わせまして、２億

９，４２２万５０５円でございます。 

したがいまして、剰余金合計は３億２６８万６，０９７円となりまして、資本

合計は７億３，１０５万６，０４２円、負債資本合計は２４億９，２７３万６，

５０６円となるものでございます。 

なお、１１ページ以降につきましては、これらの細部資料として、注記表及び

附属書類を添付いたしておりますので、ご覧いただきたいと存じます。 

以上、平成２８年度竜王町水道事業会計利益剰余金処分および決算認定につい

てにつきましての内容説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小森重剛） それでは、ここで決算審査報告をお願いします。 

吉田代表監査委員。 

○代表監査委員（吉田定男） それでは、報告させていただきます。 

まず、平成２８年度竜王町歳入歳出決算、並びに竜王町土地開発基金等運用状

況の審査結果について御報告申し上げます。 

第１、審査の概要及び第２、審査の結果については、お手元の意見書のとおり

でございますので、第３、審査の意見を述べさせていただき、御報告とさせてい

ただきます。 

第３、審査の意見。 

平成２８年度の竜王町歳入歳出決算、並びに竜王町土地開発基金等の運用状況

について、審査を実施しました。 

審査に当たり、諸帳簿の照合、計数の確認、並びに各会計の予算執行状況につ

いて慎重に審査を行いましたが、その結果、特に指摘すべき事項は見当たりませ

んでした。 

一般会計は、歳入総額６４億１，９８３万５，０００円、前年度比６，３３３

万９，０００円、１．０％の減、歳出総額は、６１億８，５３３万５，０００円、

前年度比３，８６６万２，０００円、０．６％の減でした。歳入歳出差引額は、

２億３，４５０万円の黒字でしたが、実質単年度収支額は、６６６万７，０００

円の赤字決算となりました。 

また、特別会計は、６会計合計で歳入総額３１億１，２６６万４，０００円、
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前年度比９，９５７万２，０００円、３．３％の増、歳出総額は、２９億７，７

０９万２，０００円、前年度比４，６８９万５，０００円、１．６％の増となり、

歳入歳出差引額の総額は、１億３，５５７万２，０００円の黒字となりました。 

このような中、決算内容については相対的に大きな不用額がある項目も見られ

ましたが、ほぼ適正に運営されているものと見受けました。また審査を通じて、

各部署の業務遂行への取り組みや、各会計における経費節減に向けた努力を理解

することができました。 

次に、町税をはじめ、国民健康保険税、並びに上下水道の使用料等において、

滞納が依然として多い状況にあります。迅速な初期対応と着実な滞納対応等を実

施され、収納率の向上を図られるよう期待します。 

また、上下水道料金等包括業務委託、並びに上下水道料金等包括業務委託、並

びに上水道施設年間保守点検業務委託等による官民連携手法は、事業遂行やサー

ビスの維持向上に大きく寄与していると言えます。ついては、事業目的の達成、

業務の効率化、人材の育成、労務環境の良化等に向けて、多様な分野での民間ノ

ウハウの活用や住民との協働化等の研究を一段と進められ、具現化を図られるよ

う期待します。 

経常収支比率は、財政構造の弾力性を判断する指標と用いられ、この数値が高

いほど財政が硬直化しているとい言えます。本町では、平成２８年度は、前年度

比較１０．２ポイント良化し、９３．４％でした。この主な要因は、普通交付税

及び臨時財政対策債が大幅に増加したことにあります。 

しかし、平成２４年度からの推移を見ますと、今年度やや良化したとはいえ、

依然として高い割合であります。 

また、財政調整基金残高について、平成２８年度においては取り崩しをせずに

済んだため、前年度末残高以上を確保することができましたが、平成２５年度末

の１１億５，０００万円余から今年度末３億余と大きく減少しております。町税

をはじめとする経常一般財源の安定化及び拡充が希求されるところでありますが、

いま一度、改めて増加基調にある経常経費等に対する見直し等の取り組みをされ

るよう期待します。 

歳入面での着実な増大が見込みづらい状況を勘案しますと、財政的には依然と

して厳しい状況が続くと推察されます。引き続き効率的な運用、並びに行財政改

革を図られ、最終的には住民福祉の向上に努められることを期待して、審査の意

見とします。 
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以上でございます。 

引き続きまして、水道のほうをさせていただきます。 

平成２８年度竜王町水道事業会計決算の審査結果について御報告申し上げます。 

第１、審査の概要及び第２、審査の結果については、お手元の意見書のとおり

でございますので、第３、審査の意見を述べさせていただき、報告とさせていた

だきます。 

第３、審査の意見。 

平成２８年度竜王町水道事業会計決算の審査を実施しました。 

審査に当たり、関係諸帳簿との照合及び計数の確認を慎重に行いましたが、特

に指摘すべき事項は見当たりませんでした。 

また、平成２６年度から、改定後の地方公営企業会計基準に沿い財務諸表等が

作成されており、資産、負債、資本等の各数値が大きく変動しておりますが、諸

経費の節減をはじめ、公営企業として効率性や健全な事業経営に努力しているも

のと見受けました。 

具体的には、今年度の有収率は９０．６％であり、高い水準を維持しています。

効率性においても、職員１人当たりの有収水量、営業収益等から見て、高いもの

と言えます。 

今年度の主な建設改良事業は、弓削地先における基幹管路布設替工事８，６０

０万５，８００円、須恵地先他配水管路布設替工事１，８９６万４８０円、祖父

川河川改良工事に伴う配水管布設替工事９９８万７，８４０円等でございました。 

以上から、営業収益は２億７，５２０万３１１円、前年度比１１万７，７８８

円の増、営業費用は３億１，９７８万２２０円、同じく４０万８，２７１円の増、

営業利益は、マイナス４，４５７万９，９０９円、同じく２９万４８３円の減と

なりました。 

一方、営業外収益は６，６７１万８，３８１円、同じく２４８万２，３１０円

の減、営業外費用は１，２７０万９，４７１円、同じく７５万９４５円の減、経

常利益は９４２万９，００１円、同じく２０２万１，８４８円の減となり、特別

利益を加除した当年度純利益は、１，０１９万９，５９０円、同じく１８９万２，

３７８円の減となりました。 

国の「新水道ビジョン」に呼応して、平成２８年度には「竜王町水道事業ビジ

ョン」が策定され、中長期的な課題、展望等が明示されました。同ビジョンにお

ける「安全」、「強靭」、「持続」、「サービス」の実現に向け、同時に策定さ
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れた「上下水道事業整備計画」の着実な実施及び「アセットマネジメント」によ

る適切な資産管理・運営に努められたい。 

また、上下水道料金等包括業務委託、並びにまた、上下水道料金等包括業務委

託、並びに上水道施設年間保守点検業務委託による官民連携手法は、事業全体の

維持並びに人事異動等があっても、ゆるみのないサービスの向上が図れるツール

であると評価します。 

具体的には、業務受託者から事業における課題の継続的な提示を受け、解決策

を協働で見出すスキームとして、また、組織内部における人材育成を図るスキー

ムとして有効と言えます。事業目的の達成、業務の効率化、労務環境の良化等に

向け、費用対効用を勘案の上で、一層の活用に向けた取り組みを検討されたい。 

今後の水道事業経営は、全国的に水需要の減少に伴う減収、設備の更新需要の

増大、職員不足等々の諸課題から、大変な憂慮が示されています。また、昨今で

は、限られた資源（ヒト・モノ・カネ・情報）の中で、いかに安全・安心なサー

ビスが維持・継続できるかが問われています。 

このような中、その有効な解決手法の１つとして、事業者間における広域連携

が提案されています。本町においても、単独では克服が困難な課題もあることか

ら、県等における協議会の動向を注視するとともに、鋭意議論に参画されたい。 

最後に、水道事業の安定確保及び健全経営に引き続き努められることを期待し、

審査の意見とします。 

以上でございます。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１８ 議第６２号 竜王町教育委員会委員の任命について 

日程第１９ 議第６３号 竜王町公平委員会委員の選任について 

○議長（小森重剛） 日程第１８ 議第６２号、竜王町教育委員会委員の任命につ

いて及び日程第１９ 議第６３号、竜王町公平委員会委員の選任についての２議

案について、一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま、一括上程いただきました議第６２号及び議第６３

号の２議案につきまして、順を追って提案理由を申し上げます。 

まず、議第６２号、竜王町教育委員会委員の任命につきましては、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を求めるも
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のでございます。 

現在、竜王町教育委員会委員として御尽力いただいております大橋裕子氏は、

平成２９年９月３０日をもって任期が満了いたします。 

つきましては、後任として、川部由紀子氏を竜王町教育委員会委員に任命いた

したく、提案申し上げるものでございます。 

川部由紀子氏は、（個人情報のため、一部秘匿）竜王町教育委員会委員として

適任であると考えておりますので、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

なお、任期につきましては、平成２９年１０月１日から平成３３年９月３０日

までの４年間となります。 

次に、議第６３号、竜王町公平委員会委員の選任につきましては、地方公務員

法第９条の２第２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

現在、竜王町公平委員会委員として御尽力いただいております福本正夫氏は、

平成２９年９月３０日をもって任期満了いたしますが、引き続き福本正夫氏を選

任いたしたく、提案申し上げるものでございます。 

福本正夫氏は、（個人情報のため、一部秘匿）竜王町公平委員会委員として適

任でありますので、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

なお、任期につきましては、平成２９年１０月１日から平成３３年９月３０日

の４年間となります。 

以上、議第６２号及び議第６３号の２議案につきまして提案理由を申し上げま

したので、よろしく御審議を賜り、御承認いただきますようお願い申し上げ、提

案理由といたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２０ 報第 ３号 平成２７年度竜王町健全化判断比率の修正について 

日程第２１ 報第 ４号 平成２８年度竜王町健全化判断比率について 

日程第２２ 報第 ５号 平成２８年度竜王町資金不足比率について 

○議長（小森重剛） 日程第２０ 報第３号、平成２７年度竜王町健全化判断比率

の修正についてから日程第２２ 報第５号、平成２８年度竜王町資金不足比率に

ついての３報告についてを、一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま、上程いただきました報第３号から報第５号までの
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３報告につきまして、御報告申し上げます。 

報第３号、平成２７年度竜王町健全化判断比率の修正についてにつきましては、

平成２８年度決算に係る健全化判断比率の算定作業中におきまして、昨年度報告

させていただきました平成２７年度健全化判断比率に誤りがあることが判明しま

したので、修正の御報告をさせていただくものでございます。 

再算定をしました結果、将来負担比率が７５．４％から８０．２％になりまし

たことから、修正の御報告を申し上げ、おわび申し上げるところでございます。 

今後も財政の健全化に向けてしっかりと取り組むとともに、いま一度、事務レ

ベルでのチェック機能の強化を図ってまいりますので、何とぞ御理解を賜ります

ようお願い申し上げます。 

次に、報第４号、平成２８年度竜王町健全化判断比率について及び報第５号、

平成２８年度竜王町資金不足比率についてにつきましては、地方公共団体の財政

の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、御報告申

し上げるものでございます。 

まず、平成２８年度竜王町健全化判断比率につきましては、それぞれ決算数値

に基づき算出いたしました結果、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきまし

ては、それぞれ赤字額は発生せず、該当なしとなりました。 

実質公債費比率につきましては、早期健全化基準が２５％に対しまして、１１．

５％となり、将来負担比率につきましては、早期健全化基準が３５０％に対しま

して、７７．１％となるものでございます。 

次に、平成２８年度竜王町資金不足比率につきましては、決算数値に基づき算

出いたしました結果、水道事業、下水道事業ともに資金不足が発生せず、資金不

足比率については該当なしとなるものでございます。 

以上、報第３号から報第５号までの、３報告についての御報告といたします。 

○議長（小森重剛） 続きまして、審査報告をお願いします。 

吉田代表監査委員。 

○代表監査委員（吉田定男） それでは、審査意見を報告させていただきます。 

まず、平成２７年度竜王町健全化判断比率の修正に伴う審査意見書でございま

す。 

１、審査の概要。この審査は、修正された健全化判断比率における、将来負担

比率及びその算定基礎となる事項を記載した書類が、適正に作成されているかど

うかに主眼を当てて実施いたしました。 
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２、審査の期日。平成２９年８月１７日。 

３、審査の結果。審査に付された下記の健全化判断比率及びその算定基礎とな

る事実を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認めました。ま

た、将来負担比率は、７５．４％から８０．２％に修正されましたが、早期健全

化基準を下回っており、良好な状況にあると認められます。 

以上でございます。 

２つ目、平成２８年度竜王町健全化判断比率審査意見書について報告します。 

１、審査の概要。この審査は、町長から提出された健全化判断比率及びその算

定基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかに主眼を当て

て、実施いたしました。 

２、審査の期日。平成２９年８月１７日。 

３、審査の結果。（１）総合意見。審査に付された下記の健全化判断比率及び

その算定基礎となる事実を記載した書類は、いずれも適正に作成されているもの

と認めました。 

（２）個別意見。１、実質赤字比率について。平成２８年度の実質赤字比率は、

マイナス４．７４％であり、早期健全化基準の１５．００％と比較すると、これ

を下回り、良好な状況にあると認められます。 

２、連結実質赤字比率について。平成２８年度の連結実質赤字比率は、マイナ

ス１７．１９％であり、早期健全化基準の２０．００％と比較すると、これを下

回っており、良好な状況にあると認められます。 

３、実質公債比率について。平成２８年度の実質公債比率は１１．５％であり、

早期健全化基準の２５．０％と比較すると、これを下回り、良好な状況にあると

認められます。 

４、将来負担比率について。平成２８年度の将来負担比率は７７．１％であり、

早期健全化基準の３５０．０％と比較すると、これを下回り、良好な状況にある

と認められます。 

（３）是正改善を要する事項。特に指摘すべき事項は認められませんでした。 

さらに、平成２８年度竜王町公営企業会計資金不足比率審査意見書について報

告します。 

１、審査の概要。この審査は、町長から提出された資金不足比率及びその算定

の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかに主眼を当て

て、実施いたしました。 
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２、審査の期日。平成２９年８月１７日。 

３、審査の結果。（１）総合意見。審査に付された下記の資金不足比率及びそ

の算定基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと

認めました。 

（２）個別意見。水道事業会計、下水道事業会計ともに、経営健全化基準の２

０．０％比較すると、極めて良好な状況にあると認められます。 

（３）是正改善を要する事項。特に指摘すべき事項は認められませんでした。 

以上でございます。 

○議長（小森重剛） 以上で、提案理由の説明が終わりました。 

この際、日程第２０ 報第３号から日程第２２ 報第５号の３報告について、

質疑がありましたらこれを認めることにいたします。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（小森重剛） ないようでありますので、質疑はこれで終結し、日程第２０ 

報第３号から日程第２２ 報第５号の３報告について、報告を終結いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２３ 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 

○議長（小森重剛） 日程第２３ 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求める

ことについてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま上程いただきました、「人権擁護委員の候補者推薦

につき意見を求めることについて」につきまして、提案理由を申し上げます。 

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることにつきましては、人権擁護

委員法第６条第３項の規定により、候補者を法務大臣に推薦させていただくこと

について、議会の御意見を求めるものでございます。 

候補者につきましては、今回、平成２９年１２月３１日をもって任期が満了い

たします永岡孝信氏を、再度推薦するものでございます。 

永岡孝信氏は、町内大字山之上にお住まいで、平成２４年１月１日から人権擁

護委員として２期を経験されており、現在、人権相談業務をはじめ、人権擁護活

動を精力的に行っておられます。また、人格、識見ともに高く、広く社会の実情

に通じ、住民の信望も厚く、人権擁護について精通された適任者であると考えま
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すので、同氏を推薦することについて、御承認を賜りますようよろしくお願いい

たします。 

以上、「人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて」につき

ましての提案理由といたします。 

○議長（小森重剛） 以上で、提案理由の説明が終わりました。 

日程第２３、「人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて」

質疑がありましたら、これを認めることといたします。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（小森重剛） ないようでありますので、質疑はこれで終結し、討論は省略

いたします。 

お諮りいたします。 

日程第２３、人権擁護委員の候補者として永岡孝信氏を推薦することについて、

適任と認めることに御異議ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（小森重剛） 御異議なしと認めます。よって、人権擁護委員の候補者とし

て永岡孝信氏を推薦することについて、適任と認めることに決定されました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２４ 議員派遣について 

○議長（小森重剛） 日程第２４、議員派遣についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

竜王町議会会議規則第１２６条の規定により、お手元に配付のとおり議員を派

遣することにいたしたいと思います。 

なお、緊急を要する場合は、議長においてこれを決定いたしたいと思いますが、 

これに御異議ございませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（小森重剛） 御異議なしと認めます。よって、本件はそのように決定いた

しました。 

なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長まで報告していただくようお願い

いたします。 

以上で、本日の議事日程は全部終了いたしました。 

これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 
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散会 午後３時３０分 


